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Ⅴ アウトカム項目

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

【事業所の概要】
　当事業所は、JR横浜線小机駅から徒歩7分程、間近に、日産スタジアムが見え、
サッカーの試合時には大きな歓声が聞こえてくる場所に位置している。春には桜の
花が咲くスタジアム脇の河川敷は、四季を通して、地域住民の散歩コースになって
いる。周辺は畑や小さな工場、自動車会社の車（商品）置き場等が混在している。
事業所の敷地は広く、軽量鉄骨造の建物は、玄関を中心に左右に各ユニットを配置
した開放感のある作りになっている。玄関先や庭には四季折々の花々が咲き、季節
感を演出している。
【職員の個性や特性を生かしたレクリエーション】
　各ユニットごとに、職員が得意な事を生かした行事を年間行事計画に取り入れ、
予算をつけて、企画、準備、実施の一斉を担当職員に委ねている。今年度は、お菓
子作りを得意としている職員が、喫茶店を模したリビングで、季節の行事にちなん
だ手作りスイーツと、豆を挽いて入れた本格的なコーヒーを利用者に提供し、喜ば
れた。また一方のユニットは、職員が板前に扮して、リビングを居酒屋や回転寿司
店を模して、料理を提供している。
【動画撮影を取り入れた避難訓練の実施】
　夜間を想定した避難訓練では、寝たきりの利用者を夜勤者1名で避難させる訓練
を実施している。利用者に扮した職員をベッド上から事業所の外部の安全な所へ避
難させるためにマットごと利用者をベッドから降ろし、窓の外へマットを移動させ
る訓練の様子を動画に納め、訓練後に、動画を見ながら職員間で話し合い、課題や
問題点を洗い出して、改善につなげている。

「自分らしく輝いて暮らせるホームをめざす」という理念のもと、「マズローの５段
階欲求」に照らし合わせながら、 ご入居者一人一人の欲求を満たすことができるよ
うに支援している。ご入居者が、持っている力を充分に発揮し、意思を尊重され、輝
いて暮らすことができる為にも、ご家族様との情報共有は必須であり、ご面会時やイ
ベント配信時で積極的にコミュニケーションを取っている。
理念に沿ってケアを継続する事で、行動・心理症状(BPSD)が軽減していき、穏やかに
生活できるようになっていくプロセスを経験することで、職員もやりがいや喜びを感
じ、前向きに取り組む姿勢が生まれている。

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

自己評価項目

Ⅰ 理念に基づく運営

ﾕﾆｯﾄ数

 1 ～ 14

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

評 価 結 果
市町村受理日



56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 〇 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 〇 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 〇 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

〇 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 〇 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

 事業所名 グループホームわかたけ小机

 ユニット名 月ユニット

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共
有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日常
的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

「自分らしく輝いて暮らすホー
ムを目指す」理念を念頭に、各
ユニット毎に１年間を通じて
「自分らしく輝くとは何か」を
テーマに、ユニット目標を立て
ケア支援をしている

管理者は、職員の認知症への理解がそれぞれ異
なる事に着眼して、理念である「自分らしく輝
くホーム」について、どのように捉え理解して
いるか、職員間で話し合う機会を設けた。また
法人理事長から、コロナ禍でも家族への接遇や
事業所の環境整備に日ごろから抜かりなく取り
組むようにという話があった。それらを受け、
事業所として取り組む事柄を具体的に現した
「事業所の大事にしたい大切な事」を作成し、
職員間で共有して、理念の実現に努めている。

感染予防対策のため、外出や地
域イベント参加は見送っていた
が、コロナ感染5類後は地域
スーパーへの買い物回数を増や
すなど行った

事業所周辺は日産スタジアムに隣接する環境下
のため、車の保管場所等や倉庫が点在してい
る。近隣には民家がなく交流は難しいが、町内
会から届く回覧板で地域情報を得ている。町内
会長が会費の集金に訪れた時には、情報提供を
受けている。利用者と一緒に近くのスーパー
マーケットや大判焼店への買い物を兼ねて散歩
をしている。地域交流の機会がないため、少し
でも社会参加をしている気分が味わえるように
喫茶レクを行っている。

感染対策に応じた外部との接触
制限があり、行えていない。
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4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や話
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んで
いる

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が、身体的拘束等の対象
となる具体的な行為を正しく理解するととも
に、身体的拘束等の適正化のための指針の整
備、定期的な委員会の開催及び従業者への研修
を実施し、緊急やむを得ない場合を除き、身体
的拘束等をしないケアに取り組んでいる

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

運営推進会議の家族参加の調整
（就労等の関係が難しく、今年
度後半より入居者を会議へ参加
して頂く形へ変更とする

運営推進会議は6月以降、対面で開催している
が、家族や地域包括支援センター職員等の参加
がなく、職員のみの開催になっているため、利
用者に参加をしてもらっている。家族には、運
営推進会議の報告書送付時に意見を求めている
が、意見や提案等は特にない。以前は毎月のよ
うに家族会を開催していたが、現在は、利用者
の入れ替わりや、家族が就労で忙しくしていた
り、後見人がつく利用者が増えた事もあって、
以前に比べて、運営推進会議への参加が難しく
なっている。

これまでも様々な機会を捉
え、家族に対して運営推進会
議への参加を要請されておら
れますが、家族の就労や後見
人の増加により実現困難な状
況があります。今後もオンラ
インや、書面開催の実施を試
みる等して、家族等に参加を
呼びかけ、運営に関する意見
を頂く機会を設けられること
を期待します。

地域ケアプラザなど居宅介護支
援事業所のケアマネとは、事業
所情報をはじめ積極的連絡を
行った

事業所の空き情報等で地域の居宅介護支援事業
所のケアマネジャーと連携を取っている。今後
は、グループホーム連絡会や、行政主催の研修
等への参加や、地域包括支援センターとの連携
を強化していきたいと考えている。

高齢者虐待防止法についての資
料いつでも閲覧出来るように
なっている。不適切なケアの見
本として、自主動画を撮り研修
材料として使用し理解を深めて
いる

虐待防止委員会は、身体拘束適正化委員会と同
時開催している。委員会で24時間シートを使
い、利用者個人の思いや意向について思いを馳
せ、職員が自分主体に考えるのではなく、利用
者の立場になって考えるようにと管理者は伝え
ている。職員は、業務についてはリーダーに、
プライベートや人間関係については管理者に相
談している。

身体拘束や虐待は、法人の理
念、ホームの理念に反する事で
あることを理解し、取り組めて
いる。委員会の立ち上げ、動画
による研修なども行っている。

身体拘束適正化検討委員会は、各ユニットの職
員（交代で全員参加）、管理者とリーダーが参
加をして3ヶ月ごとに開催している。身体拘束を
しないケアの実現に向け、不適切ケアのチェッ
クリストを自己点検して、研修を実施してい
る。職員が利用者と化してスピーチロックを受
ける体験実施して、各々の職員がスピーチロッ
クの際、利用者はどのような気持ちになるかの
気づきに繋げてている。
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実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容
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項　　　　　　　　　　目

外部評価

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それらを活用できる
よう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

入居の事前説明を必ず行い契約
書、重要事項説明書を渡してい
る。ホームの理念等を理解して
頂いてからの契約としている。

感染予防対策で家族会開催など
直接のご意見を聞く機会が少な
いも、お電話やオンライン、
メールなどで意見を伺い改善に
繋げている。イベントを通じた
家族会再開の予定（１２月に１
度開催）

現在、面会は、事前予約制、15分間程度、場所
を居室・玄関と制限している。中には制限時間
を過ぎる方もいるが、柔軟に対応している。家
族との連絡ツールを複数用意して、家族の都合
に合わせ、出来るかぎり、多くの家族とコミュ
ニケーションを取りたいと考えている。ほとん
どの家族とは、メールでやりとりしているが、
電話連絡の方もいる。介護計画の更新時には
メールに介護計画書を添付し、確認をしてもら
い、後に意見や希望について伺っている。家族
に送付している紙媒体の「わかたけ便り」に利
用者の様子を上げているインスタグラムのQR
コードを掲載している、多くの家族からはイン
スタグラムを見ているとの報告を受けている。

制度の知識を深める努力をして
いる。また事務所に地域権利擁
護事業や成年後見人制度の資料
を職員がいつでも見られるよう
にしている



自己評価

実施状況 実施状況
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11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

委員会やケアカンファレンス
では、職員による話し合いは
行われていますが、運営や業
務に関する意見交換をする機
会がありません。定期的に、
非常勤職員を含めたスタッフ
ミーティングを開かれること
を期待します。

定期的な面接の他、半年に1回
職員の成果を評価し管理者と面
談を行う取り組みがある。また
職員の事情に極力配慮した勤務
を組むようにしている

法人のキャリアパス制度が整備され、勤務の成
果に応じて人事考課に繋げている。職員は、法
人によって年2回実施しているストレスチェック
を受けられるほか、今年度、新たに設置された
「心の相談室」に、事業所を通さずに相談がで
き、その後、産業医から疾病による時短勤務を
提案されるケースもある。管理者は事務室にお
菓子類を置き、職員がお菓子を食べながら、管
理者に気軽に話をできる環境を作って、職員の
気分転換やストレスの軽減に努めている。また
リビングの一角にある和室を職員は休憩室とし
て利用しており、横になって休むこともでき
る。ボーナス支給時には、ボーナス支給がない
非常勤職員にハンカチ等のギフトを贈り、労っ
ている。

常に意見を聞いてもらえる環境
が整っており、必要に応じてカ
ンファレンスを実施ている。

職員の意見や提案は、申し送りノートや委員会
の時に話し合っている。また管理者やリーダー
と個別に話をする際にも伝えている。今年度
は、ケアプラン更新時のケアプランの記録方法
を簡素化したらどうかとの提案があった。看取
り対象の利用者がいる時には、特に様々な意見
が出ている。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている

法人内外の研修の場や、他の
ホームとの交換研修、専門学校
実習生を受け入れを行い、サー
ビス向上に取り組んでいる

職員は、毎年、キャリアパスに基づき、目標設
定し、自己評価をして管理者と個人面談を行っ
ている。資格取得した職員にはお祝い金や資格
手当が支給される。また永年勤続者（15年、20
年、25年）にはお祝い金が支給される。役職を
目指す事を望まない職員には、得意な事を生か
した業務を担ってもらう事とし、予算をつけ、
イベントの企画・準備・実施の一斉を任せてい
る。お菓子作りが得意な職員は、利用者の誕生
日やクリスマス会のケーキや喫茶レク等のお菓
子作りに腕を振るっている。また、アロママッ
サージやネイルアートが得意な職員は、利用者
にマッサージやネイルを施し、喜ばれている。
管理者は、職員各々の個性や特性を生かせる環
境作りに努めている。

人材育成には法人全体で力を入
れている。管理者・リーダー・
中堅・新人等段階別での研修を
実施している。スキルアップを
目指した外部研修への参加も積
極的に行っている
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15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

その方の現在の状態や環境、経
済面も含め、どのような支援を
すればよいかを考えながら応じ
ている。

ホームの理念に沿って、ご入居者
主体の支援を行っている。特に
様々な心理行動症状を認知症が原
因と決めつけず、どのような要因
があるのか理解するよう努めてい
る。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

入居前には必ず本人との面談を
設定しており、本人の希望や不
安、何を必要とされているか
伺っている。本人や家族の意
見、意思はケアプランに反映し
ている。

電話相談、見学や入居相談時か
ら家族の意見をしっかり聴くこ
とに努めている。家族に合わせ
て、個別に対応している。

接遇に注意し、専門的な立場や
求められているスキルを発揮し
ながら、家族と喜びを共に共有
できる関係作りを行っている。
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20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている

個人の過ごしやすい環境を整え
ると共に、食事の席や日々の生
活空間にストレスがかからない
よう努めている。

退居後でも近隣にお住まいの方
などは、日常的に挨拶や世間話
などを行いながら、状況に応じ
ご相談にのっている

コロナ感染５類移行の面会は、
過度な感染対策ではなく気軽に
面会が出来る様支援を行ってい
る

現役時代の同僚が誕生日のお祝いに訪れる方
や、友人からの電話がかかる方、知人から年賀
状が届く方がいる。携帯電話を所持している方
が3名いて、操作などの支援をしている。長年の
習慣で、毎朝、コーヒーを豆から挽いて飲む方
や新聞（朝・夕刊）を購読して、切り抜きを
し、自らの本を出版する事を目標にしている方
もいる。また化粧水をつけたり、写真を撮る時
に眉を描く方もいる。居室に冷蔵庫を持ち込
み、好みの梅干しや、チョコレートを保管し、
楽しむ方もいる。事業所での生活が長くなるに
つれ、毎週のように訪問する医師や看護師、歯
科衛生士が馴染みの関係になっている。
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23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

食事・排泄・睡眠・入浴状況等
を個別に記録し、そこから得た
情報をアセスメントすることで
現状の把握をしている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

理念に沿って、家族様等からの
事前確認に加え、日常の関わり
の中から思いや意向を把握でき
るよう努めている。困難な場合
は理念に立ち返り、本人様の立
場となりケアを実施している。

利用者は、職員と1対1になった時に不安を口に
する事もある。大半の方が、話をする事で心が
落ち着つかれる。また分からなくなってしまう
事や、忘れてしまう事は、認知症の症状のなか
のひとつなので仕方がない事だと伝えると納得
される。意向の表出が難しい方は、仕草や表情
の変化等で推察している。管理者は、職員に、
利用者が看取り期となってから、意向の把握に
慌てないように、普段から積極的に情報を収集
するようにと伝えている。汲み取った思いや意
向は、申し送りノートに記入するほか、隙間の
時間をとらえて職員間で話し合って共有してい
る。

ご本人やご家族から、安心して
生活出来るよう生活歴やサービ
ス利用の経緯等の情報収集を
行っている。
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26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる

理念のもと、日々職員で入居者
主体の生活について話し合いを
している。家族とも相談しなが
らケアプランを作成している。

理念に沿って利用者の思いを汲み取った介護計
画を作成している。新規の介護計画は、1カ月
間、生活の中で様子を観察して、カンファレン
スを行い、見直している。通常は、短期目標6カ
月、長期目標を1年で見直している。居室担当制
を取り、アセスメントやモニタリングに参加し
ている。カンファレンスに当日参加できない職
員には、事前に意見を聴取している。協力医
（福澤クリニック）が参加をするカンファレン
スを季節ごとに行い、医師の意向を介護計画に
反映している。また理学療法士の提案を反映さ
せることもある。週間サービス表にサービス内
容を添付し、介護記録と連動させている。

法人内との連携を持ち、入居者
の生活が困らないように対応し
ている。

外部来訪が難しいので、DVDや
動画サイトなどを活用し余暇活
動を行っている。また、毎月イ
ベントを企画し、一緒に準備を
したりして参加する楽しみを工
夫している

日々の記録は個別に記載してい
る。職員は記録と申し送りやカ
ンファレンスで情報を共有し、
実践につなげている。
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30 14 ○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

入院時には、情報提供書を使用
して情報提供を行っている。ま
た、家族と連絡を取ることや、
感染症対策があるが、可能な限
り病院へ面会を行い状態の把握
に努めている。

ご本人のかかりつけ医に継続し
て利用できる支援以外に、利用
したい医療や往診利用の支援を
行っている。

2つの協力医療機関（内科）の訪問診療を利用者
全員が受診している。専門医は、家族対応で外
部医療機関を受診している。今年度、閉院に伴
う歯科医の交代があり、今まで契約していた利
用者には、家族の不安がないようにと、新たに
レントゲンを撮る対応があった。歯科衛生士は
以前からの方が継続して口腔ケアに来所してい
る。法人の訪問看護師が週1回来所し、利用者の
健康管理をしている。訪問看護師とはLINEで情
報共有もできている。また法人の理学療法士が3
カ月ごとに来所し、利用者の動作や関節可動域
の確認をしている。また毎日の生活にリハビリ
を取り入れる提案や、介助の際の職員の立ち位
置等のアドバイスをしてくれる。

看護師と連携をはかり、医療連
携体制加算を算定している。
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33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

入居時に重度化・終末期対応指
針をご家族に説明している。ま
た本人の変化に合わせて家族、
かかりつけ医と話し合いの場を
持っている

契約時に重度化と終末期対応の事業所の方針を
説明している。医師が終末期と判断した際に
は、医師を交え、家族に再度意思確認をしてい
る。今年度は1名の方の看取りをしている。看取
り後は、デスカンファレンスを行い、今後に生
かすようにしている。協力医からコロナ禍で実
現していなかった看取り研修の提案があり、今
後実施を予定をしている。安全衛生委員会の項
目に、ケアの質の向上が入っているが、新たに
看取りの項目を加える事を検討している。利用
者は、亡くなられた方に合掌し、自然な形でお
別れをしている。

管理者、看護師に連絡をし、対
応指示を仰いでる

災害マニュアルに沿って対策に
取り組んでいる。地域の防災訓
練にも参加をしている。今後、
地域住民協力による避難訓練実
施のため自治会担当者の方と相
談を進めている。

今年度は8月に、夜勤者1名で、ベッド上の利用
者をマットごと、避難させる事を想定した訓練
を行った。避難訓練の様子を動画に撮り、振り
返りをして課題を洗い出し次に繋げている。3月
には消防署立ち合いで消火器の使い方などを含
めた訓練を予定している。防災委員は非常勤職
員が担当し、備蓄管理も担っている。水害の際
は、同法人の「わかたけ西菅田グループホー
ム」に車で避難を予定している。次年度は、BCP
に絡めた訓練を実施する意向がある。防寒シー
ト等は職員分も含めて用意している。
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36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

申し送りの時には利用者の名前
を居室番号やイニシャルで伏せ
たり、介助時に扉を閉めておく
等のプライバシーに配慮してい
る。又、最初から利用者の発言
や行動を否定せず、まずは「受
け入れる」ところからケアを始
めている。

利用者の呼称は、基本名字にさん付けだが、利
用者の反応によっては旧姓で呼ぶ事もある。利
用者の尊厳やプライバシーに配慮し、申し送り
時の呼称はイニシャルとし、入室の際は、利用
者の許可を得てから、またはノックをしてから
としている。トイレ誘導は、周囲に聞こえない
ように小声で声掛けしている。利用者との付き
合いが長くなるにつれ、職員の対応が馴れ馴れ
しくならないように、管理者は、節度を持って
ケアに当たるように指導し、定期的にユニット
の異動を行っている。職員間や同法人の「わか
たけ西菅田グループホーム」とはLINE WORKSで
やり取りをしている。パソコンはパスワード管
理、個人情報を含む書類は、事務所内のキャビ
ネットで施錠管理している。

利用者が安心して自身の想いを
伝えられる様に、職員が日頃か
ら「聴く」姿勢を持って待つ事
や問いかける事等を心掛けてい
る。

利用者が拘っている日課は大き
な制限は設けず、ケアプランに
も反映し「自立支援」の観点で
も取り入れている。

利用者自身が拘っている衣類は
積極的に取り入れている。又、
季節観や体格に合う様、必要に
応じてご家族様にご購入や持参
依頼をする等の支援も行ってい
る。
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40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

季節毎の旬の食材を使ったり、
職員手作りによるスイーツの提
供もしている。又、広い意味で
回想法も取り入れた内容とし
て、喫茶店を模したイベントや
お寿司等で５感を使って楽しめ
るイベントも開催している。

ムース食を含めて主菜、副菜は委託業者が配達
したものを湯煎で温め提供している。おかずを
松花堂弁当風に盛り付けて提供する事もある。
おやつは、ムース食の方に向けて、皆と一緒に
食べられるようにゼリーやプリンのようなもの
を提供している。またユニット毎に職員の得意
な事や季節の行事にちなんだレクリエーション
を企画して、外食気分を味わってもらってい
る。スイーツ作りの得意な職員が作るケーキ
に、豆から挽いたコーヒーを提供する喫茶店を
模したレクや、母の日のケーキ、夏にはゼリー
バイキング等を取り入れた食レクを行い、食を
楽しむ支援している。また、父の日等に、職員
が板前に扮した回転ずし店や居酒屋を模したレ
クを行い、利用者から好評を得ている。

嚥下や直近の状態に合わせて、
臨機応変に食形態を変更しなが
ら提供している。又、医療機関
や専門職とも連携し、必要に応
じてアドバイスを頂きながら
チームケアとして取り組んでい
る。

毎食後の口腔ケアの実施に加え
て、連携している歯科医の歯科
衛生による口腔ケアも週1回実
施している。又、必要に応じて
歯科医師による治療も実施され
ている。
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43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

足腰が丈夫な方には日課として
身体を動かす機会を設けてい
る。又、活動量が低下して便秘
傾向の方には、乳製品の摂取や
下剤を適宜調整しながら促して
いる。

入浴剤の使用や洗身時に足浴を
する等、身体が温まり安心して
入浴できる環境を提供してい
る。

入浴は週2回を基本にして、午前中に2～3名位の
方を支援している。同性介助を希望する方には
配慮するなど、出来るかぎり、利用者の負担が
少ない対応を心掛けている。浴槽の湯や、足ふ
きマットは感染症予防対策で利用者ごとに交換
している。季節の柚子湯や菖蒲湯を楽しんだ
り、足浴には入浴剤を入れ、色や香りを楽しん
でもらう等の工夫をしている。肌荒れ対策に湯
上り後にはしっかり保湿剤を塗布している。浴
室暖房機や脱衣場の床暖房、ヒーター等を備
え、ヒートショック対策をしている。

布パンツを使用して自分の意思でトイレで排泄
できる方が3名いる。オムツを使用し、全介助が
必要な方も3名いる。その他の方は、定時誘導や
仕草で判断して誘導している。立ち上がりに介
護ロボットのハルを使っている方もいる。日中
は、トイレでの排泄を基本にしており、職員2名
で介助をしている。全てのトイレに便器の蓋が
自動開閉する装置を備えている。便器の前に立
つと蓋が自動に開く事でトイレの認識を持てる
ようになった利用者もいる。

基本はトイレで用を足して頂く
事を前提とし、自力で行けなく
なってしまった利用者にも職員
介助の仕方を変更したり福祉機
器を活用する事で工夫して実施
している。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

日課がある方は一区切り着いて
から、就寝出来る様に促してい
る。不安感が強い方には時には
職員が眠くなるまで一緒にリビ
ングで過ごす等の安心して眠り
につけるケアを実施している。

薬局から提供されている薬情に
記載されている副作用には目を
通している。又、事前に医療機
関や薬局からのアドバイスが
あった場合には記録に収め、職
員間でも周知出来る様な仕組み
がある。
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48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している

調理を必要とする食事イベント
を企画し、昔を思い出してもら
いながら家事支援を行う。また
男性には衣類や新聞などを畳ん
で頂き生活にメリハリを意識的
にもってもらうようにした

その日の状態を考慮しながら、
施設内外気浴を楽しめるように
支援している。ご入居者からは
外出の希望があまりないが、意
欲を引き出す言葉かけなど工夫
をしている

今年度は、家族と一緒に墓参りや法事に出かけ
たり、お正月には外泊を楽しむ方もいた。散歩
を兼ねて、朝食用のパンや、おやつの大判焼を
職員と一緒に買いに行くこともあるが。事業所
周辺が散歩にあまり適していないため、広い庭
を周回したり、業者が季節毎に植え替える花々
を見ながら外気浴を楽しんでいる。日産スタジ
アムでサッカーの試合がある時は、煌々と光る
ライトを眺めて楽しんでいる。今後はドライブ
レク等の機会を増やす予定にしている。

お金を利用する機会はほとんど
ないが、長年の習慣、経験から
金銭を大切にしたい想いを大切
に汲み取るケアを行っている
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている

家族や友人、からの手紙は自
由。これまでの関係性を継続出
来る支援をしている。居室には
電話が設置可能。必要があれ
ば、事務室の電話もとりついで
いる。

テレビや音楽の音、職員の声が
不快とならないように意識を
持っている。掃除の実施やリビ
ングの明るさ温度、湿度にも気
を配っている

明るい日差しが射し込むリビングは、加湿器や
空気清浄機を設置し、温湿度を調整して、定期
的な換気とともに感染症対策をしている。年2
回、専門業者による定期清掃に加え、毎日の掃
除では、職員と一緒にできる事を手伝う利用者
もいる。リビングの大画面で、昭和の歌謡番組
や時代劇の動画配信を楽しんでいる。音楽療法
士による音楽療法で太鼓を叩いたり、歌ったり
もしている。職員は。フロア中央に備えたアイ
ランドキッチンで、炊事をしながら、利用者の
様子を見守っている。リビングの壁には利用者
が職員と一緒に制作した雛祭りの壁面飾りや、
利用者の書道の作品を飾っている。

リビング内でも、テレビ前、テ
ラス、キッチン前と、個々に好
きな場所で好きな事をしながら
過ごせるよう行っている。
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54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している

必要に応じ張り紙を活用し、自
身で生活行動が出来る事が増や
せる様にしている。また、ベッ
ド柵や手すりなど、ご家族と話
し合いその方にあった環境を整
えている。

入居以前に使用されていた馴染
みの家具や大切にされてきた物
を持参して頂いている。

居室には、洗面台が設置され、エアコン、照
明、クローゼットが備え付けられている。ベッ
ドはレンタルを利用する方もいる。利用者は自
宅から使い慣れた椅子や机などの家具や位牌や
テレビ、時計などの生活用品等を持ち込んでい
る。冷蔵庫を持ち込んで、利用者の好みの食品
を時折差し入れている家族がいる。犬を飼って
いた方の家族が、居室の壁に犬のポスターを飾
る事もある。整理整頓の習慣がある方は、日
中、居室でタオルや衣類を畳んで過ごしてい
る。



56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 〇 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 〇 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 〇 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

〇 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 〇 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

 事業所名 グループホームわかたけ小机

 ユニット名 太陽ユニット

　Ⅴ　アウトカム項目

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）
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実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共
有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日常
的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や話
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んで
いる

感染予防対策のため、外出や地
域イベント参加は見送っていた
が、コロナ感染5類後は地域
スーパーへの買い物回数を増や
すなど行った

感染対策に応じた外部との接触
制限があり、行えていない。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　Ⅰ　理念に基づく運営

「自分らしく輝いて暮らすホー
ムを目指す」理念を念頭に、各
ユニット毎に１年間を通じて
「自分らしく輝くとは何か」を
テーマに、ユニット目標を立て
ケア支援をしている

運営推進会議の家族参加の調整
（就労等の関係が難しく、今年
度後半より入居者を会議へ参加
して頂く形へ変更とする

地域ケアプラザなど居宅介護支
援事業所のケアマネとは、事業
所情報をはじめ積極的連絡を
行った
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6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が、身体的拘束等の対象
となる具体的な行為を正しく理解するととも
に、身体的拘束等の適正化のための指針の整
備、定期的な委員会の開催及び従業者への研修
を実施し、緊急やむを得ない場合を除き、身体
的拘束等をしないケアに取り組んでいる

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それらを活用できる
よう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

身体拘束や虐待は、法人の理
念、ホームの理念に反する事で
あることを理解し、取り組めて
いる。委員会の立ち上げ、動画
による研修なども行っている。

高齢者虐待防止法についての資
料いつでも閲覧出来るように
なっている。不適切なケアの見
本として、自主動画を撮り研修
材料として使用し理解を深めて
いる

感染予防対策で家族会開催など
直接のご意見を聞く機会が少な
いも、お電話やオンライン、
メールなどで意見を伺い改善に
繋げている。イベントを通じた
家族会再開の予定（１２月に１
度開催）

制度の知識を深める努力をして
いる。また事務所に地域権利擁
護事業や成年後見人制度の資料
を職員がいつでも見られるよう
にしている

入居の事前説明を必ず行い契約
書、重要事項説明書を渡してい
る。ホームの理念等を理解して
頂いてからの契約としている。
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実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
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部
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価
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外部評価

11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている

常に意見を聞いてもらえる環境
が整っており、必要に応じてカ
ンファレンスを実施ている。

法人内外の研修の場や、他の
ホームとの交換研修、専門学校
実習生を受け入れを行い、サー
ビス向上に取り組んでいる

定期的な面接の他、半年に1回
職員の成果を評価し管理者と面
談を行う取り組みがある。また
職員の事情に極力配慮した勤務
を組むようにしている

人材育成には法人全体で力を入
れている。管理者・リーダー・
中堅・新人等段階別での研修を
実施している。スキルアップを
目指した外部研修への参加も積
極的に行っている



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
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価
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外部評価

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

入居前には必ず本人との面談を
設定しており、本人の希望や不
安、何を必要とされているか
伺っている。本人や家族の意
見、意思はケアプランに反映し
ている。

ホームの理念に沿って、ご入居
者主体の支援を行っている。特
に様々な心理行動症状を認知症
が原因と決めつけず、どのよう
な要因があるのか理解するよう
努めている。

接遇に注意し、専門的な立場や
求められているスキルを発揮し
ながら、家族と喜びを共に共有
できる関係作りを行っている。

電話相談、見学や入居相談時か
ら家族の意見をしっかり聴くこ
とに努めている。家族に合わせ
て、個別に対応している。

その方の現在の状態や環境、経
済面も含め、どのような支援を
すればよいかを考えながら応じ
ている。
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20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている

退居後でも近隣にお住まいの方
などは、日常的に挨拶や世間話
などを行いながら、状況に応じ
ご相談にのっている

コロナ感染５類移行の面会は、
過度な感染対策ではなく気軽に
面会が出来る様支援を行ってい
る

個人の過ごしやすい環境を整え
ると共に、食事の席や日々の生
活空間にストレスがかからない
よう努めている。
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23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

理念に沿って、家族様等からの
事前確認に加え、日常の関わり
の中から思いや意向を把握でき
るよう努めている。困難な場合
は理念に立ち返り、本人様の立
場となりケアを実施している。

理念のもと、日々職員で入居者
主体の生活について話し合いを
している。家族とも相談しなが
らケアプランを作成している。

ご本人やご家族から、安心して
生活出来るよう生活歴やサービ
ス利用の経緯等の情報収集を
行っている。

食事・排泄・睡眠・入浴状況等
を個別に記録し、そこから得た
情報をアセスメントすることで
現状の把握をしている。
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27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる

30 14 ○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している

日々の記録は個別に記載してい
る。職員は記録と申し送りやカ
ンファレンスで情報を共有し、
実践につなげている。

ご本人のかかりつけ医に継続し
て利用できる支援以外に、利用
したい医療や往診利用の支援を
行っている。

看護師と連携をはかり、医療連
携体制加算を算定している。

法人内との連携を持ち、入居者
の生活が困らないように対応し
ている。

外部来訪が難しいので、DVDや
動画サイトなどを活用し余暇活
動を行っている。また、毎月イ
ベントを企画し、一緒に準備を
したりして参加する楽しみを工
夫している



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

管理者、看護師に連絡をし、対
応指示を仰いでる

災害マニュアルに沿って対策に
取り組んでいる。地域の防災訓
練にも参加をしている。今後、
地域住民協力による避難訓練実
施のため自治会担当者の方と相
談を進めている。

入院時には、情報提供書を使用
して情報提供を行っている。ま
た、家族と連絡を取ることや、
感染症対策があるが、可能な限
り病院へ面会を行い状態の把握
に努めている。

入居時に重度化・終末期対応指
針をご家族に説明している。ま
た本人の変化に合わせて家族、
かかりつけ医と話し合いの場を
持っている
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36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している

利用者が拘っている日課は大き
な制限は設けず、ケアプランに
も反映し「自立支援」の観点で
も取り入れている。

利用者自身が拘っている衣類は
積極的に取り入れている。又、
季節観や体格に合う様、必要に
応じてご家族様にご購入や持参
依頼をする等の支援も行ってい
る。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

申し送りの時には利用者の名前
を居室番号やイニシャルで伏せ
たり、介助時に扉を閉めておく
等のプライバシーに配慮してい
る。又、最初から利用者の発言
や行動を否定せず、まずは「受
け入れる」ところからケアを始
めている。

利用者が安心して自身の想いを
伝えられる様に、職員が日頃か
ら「聴く」姿勢を持って待つ事
や問いかける事等を心掛けてい
る。
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40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

毎食後の口腔ケアの実施に加え
て、連携している歯科医の歯科
衛生による口腔ケアも週1回実
施している。又、必要に応じて
歯科医師による治療も実施され
ている。

基本はトイレで用を足して頂く
事を前提とし、自力で行けなく
なってしまった利用者にも職員
介助の仕方を変更したり福祉機
器を活用する事で工夫して実施
している。

季節毎の旬の食材を使ったり、
職員手作りによるスイーツの提
供もしている。又、広い意味で
回想法も取り入れた内容とし
て、喫茶店を模したイベントや
お寿司等で５感を使って楽しめ
るイベントも開催している。

嚥下や直近の状態に合わせて、
臨機応変に食形態を変更しなが
ら提供している。又、医療機関
や専門職とも連携し、必要に応
じてアドバイスを頂きながら
チームケアとして取り組んでい
る。
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44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

日課がある方は一区切り着いて
から、就寝出来る様に促してい
る。不安感が強い方には時には
職員が眠くなるまで一緒にリビ
ングで過ごす等の安心して眠り
につけるケアを実施している。

薬局から提供されている薬情に
記載されている副作用には目を
通している。又、事前に医療機
関や薬局からのアドバイスが
あった場合には記録に収め、職
員間でも周知出来る様な仕組み
がある。

足腰が丈夫な方には日課として
身体を動かす機会を設けてい
る。又、活動量が低下して便秘
傾向の方には、乳製品の摂取や
下剤を適宜調整しながら促して
いる。

入浴剤の使用や洗身時に足浴を
する等、身体が温まり安心して
入浴できる環境を提供してい
る。

調理を必要とする食事イベント
を企画し、昔を思い出してもら
いながら家事支援を行う。また
男性には衣類や新聞などを畳ん
で頂き生活にメリハリを意識的
にもってもらうようにした
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49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている

お金を利用する機会はほとんど
ないが、長年の習慣、経験から
金銭を大切にしたい想いを大切
に汲み取るケアを行っている

家族や友人、からの手紙は自
由。これまでの関係性を継続出
来る支援をしている。居室には
電話が設置可能。必要があれ
ば、事務室の電話もとりついで
いる。

その日の状態を考慮しながら、
施設内外気浴を楽しめるように
支援している。ご入居者からは
外出の希望があまりないが、意
欲を引き出す言葉かけなど工夫
をしている

テレビや音楽の音、職員の声が
不快とならないように意識を
持っている。掃除の実施やリビ
ングの明るさ温度、湿度にも気
を配っている

リビング内でも、テレビ前、テ
ラス、キッチン前と、個々に好
きな場所で好きな事をしながら
過ごせるよう行っている。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している

入居以前に使用されていた馴染
みの家具や大切にされてきた物
を持参して頂いている。

必要に応じ張り紙を活用し、自
身で生活行動が出来る事が増や
せる様にしている。また、ベッ
ド柵や手すりなど、ご家族と話
し合いその方にあった環境を整
えている。




